
仁

王

般

若

経

に

就

て

伊

し
藤

古

鑑

一

佛

教
の
護
國
思
想

で
有
名
な
経
典

は
『
法
華
糎
』
と
『
最
勝

王
経
」
と
『
仁

王
般

若
脛
」
と
で
あ

る
。

そ

の
他

に
も

『
守

護
國
界
経
』
『
優
燈
ハ王
輕
」
『
勝
軍
王
所
問
経
』
『
大
薩
遮
尼
乾

子
経
」
を
始
め
、
『
心
地
観
纏
報

恩
品
』
『
六
度
集
経

布

施
篇
』

の
如

き
も

の
も
歎

へ
ら

る
、
の
で
あ

る
が
、
し
か

し
前

に
掲
げ

た

三
部

の
純
典
は
、
常

に
鎭

護
國
家

の
三
部

の
大
経
と
云
ひ
、
最

も
重
要
な
位
置

に
あ

つ
て
多
く
研
究

さ
れ
て
居

た
や
う
に
思

ふ
。

佛
敏
は
我
が
日
本

の
欽
明
天
皇

の
朝

に
始
め

て
傳

へ
ら
れ
た

の
で
あ

る
が
、
し

か
し

日
本

の
上

下

に
等
し
く
流
布

す
る
や
う

に
な

つ
た
の
は
推
古
天
皇

の
朝
で
あ
ら

う
。
即
ち
『
日
本
書
記
』
第

二
十
二
、
推
古
天
皇

二
年
の
條

に
、

春

二
月
丙
寅
朔
、
詔
昌皇
太
子

及
大
臣
閏、
令
レ興
昌隆

三
寳

一、
是
時

、
諸

臣
蓮
等
、
各
爲
昌君
親
之
恩

一、
競
造
昌佛
舎
一、

帥
是
謂
レ寺
焉
。

と
云
は
れ
、
同
第
十

二
年

の
條

に
太

子
の
憲
法

十
七
條
が
制
定

せ
ら

れ
、
同
第
十

三
年

の
條

に
は
佛
像

建
立

の
こ
と

が
出

て
居

る
。

こ
れ
よ
り
代

々
の
天
皇

の
御
蹄
依
を
受
け
、
中

に
も
御
信
仰

の
絵
り
、
畏
く
も
入
道
出

家
し
給
ひ
し

を
始
め
、
天
皇
、
親
王

の
奪
貴

の
御
身

で
あ
り
な
が
ら
、
佛

法
に
關
す

る
御
著
述

の
あ

り
し
こ
と

な

ど
實

に
恐
催

の

仁
王
般
若
純
に
就
て

.

(
一
)
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仁
王
般
若
紹
に
就
て

(
D幽)

至
り

で
あ
る
。
ま
た
宮

中

の
恒
例
法
會
あ
り
。
ま
た
諸
大
.寺

に
命

じ
て
勅
修

の
大
法
會
あ
り
、
置
ハ
に
皇
室
と
佛
教
と

の
深
厚
な
み
御
因
縁
を
有

す
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
、
こ
れ
偏

へ
に
佛
教
は
鎭
護

國
家

の
思

想
に
富

み
、

國
利
民
輻
を
圭
と
し

て
居
た
か
ら

で
あ
ら
う
。
奈
良
朝
時
代
か
ら
李
安
朝

に
及
ん

で
本
地
乖
述

の
説
起

り
、
傳
敏
弘

法
両
大
師

の
著
述

に
は
、
圭

と
し
て
鎮
護
國
家
、
國
利
民
輻

の
思
想

に
傾

い
て
居

た
や
う

に
思

ふ
。
帥
ち
傳
藪
大
師

に
は
三
部
大
経
の
講
式
(
『
傳
敏
大
師
杢
集
』
第

二
三

天

流
丁
)が
あ
り
、
『
法
華
経
」
は
申
す

ま
で
も

な

く
、
天
台
宗
正

所
依

の
纏
典
と
し
て
研

究

せ
ら
れ
、

『
金
光
明
最

勝
王
経
」
は
天
台
五
小
部

の
随

一
と

し
て
、

こ
れ
亦
大

に
研
究
さ

れ
、
『
仁

王
般
若
経
」
に
於

て
も

『
註
仁
王
経
』
三
塞
(
『
傳
致
大
師
全
集
」
第

四
二
六
五
丁
)
の
御
製
作

が
あ

つ
た

の
で
あ

る
。
ま

た
弘
法
大
師

に
し

て
も
『
法
華
経
開
題
』
『
最
勝
王
経
開
題
』
『
仁

王
纏
開
題
』
(
『
弘

法
大
師

杢
集
」
第
四
)
等
の

御
製
作
が
あ

つ
て
、
共

に
護

國
思
想
を
鼓
吹

せ
ら
れ
、
實

地

に
之
れ
を
行

つ
た
と

云
ふ
こ
と
は
、

弟
は
れ

ぬ
事
實

で

あ

る
と
信
す

る
。

い
ま
私
が
此
の
鎭
護
國
家

の
三
部

の
大
経

の
中

に
於

て
、
特

に
『
仁

王
般
若
経
』
を
,揮
ん

で
、

こ
れ

に
就

て

一
言

し

た
い
と
思

つ
た

の
は
、
決

し
て
護
國
思
想

の
研
究

に
就

て
論
す

る
の
で
は
な

く
、
た

ゴ
此

の
『
仁

王
般
若
経
』
が
般
若

の
思
想
と
し
て
、
最
も
良

く
…進
ん
だ
内
容
を
持

つ
℃
居

る
の
で
、
私

が
常

に
般
若
思
想
を
研
究
し

て
居

る
關

係
上
、

興
味
を
抱

い
て
少
し
く
此

の
脛
典
を

詮
明

し
て
見
た

い
と
思

つ
た

に
過
ぎ

ぬ
の
で
あ

る
。
素
よ
り

そ
の
叙
述

は
雫

凡

に
終
る
か
も
知
れ

ぬ
が

、
今

の
時
代

は
大

に
護
國
思
想
を
鼓
吹

せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
非
、常

時

で
あ

る
。

故
に
こ
の
卒
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凡
な
叙
述

に
依

つ
て
、
更

に
深
く
護
國

思
想
等
を
研
究

せ
ら

る

、
人
あ
り
と

せ
ば
、
大

に
私
の
幸

甚
と
す

ろ
と

こ
ろ

で
あ
る
。

二

こ
の
『
仁

王
般
若
経
は
玄
斐

三
藏
醗
繹
』
の
『
大
般
若
経
』
六
百
巻

の
中

に
は
牧

め
ら
れ
て
居
ら
な

い
。
申
す
ま

で
も

な
く
『
大
般
若
経
』
は
玄
奨
三
藏
當

時
ま

で
に
行
は
れ

て
居

た
般
若
部

の
経
典
を
書

く
網
羅
さ
れ
た

一
大
叢

書

で
あ
る

の

に
、
何
故

に
此
れ

に
加

へ
ら

れ
て
居
な

い
の
か
、
こ
れ
は
非
常

に
『
仁
王
般
若
維
』
を
研
究

す
る
上

に
於

て
、
大

に

注
意

す
べ
き
黙

で
あ
ら
う
と
思

ふ
。

或
る
學

者
の
如
き
は
、
こ
れ
を
以
て
彼

の
『
大
般
若
紹
』
編
纂

の
後

に
出
來
た
も

の
と

云

ふ
謹
擦

に
し
て
居

る
が
、
し

か
し
『
大
般
若
経
』
に
入
れ

て
な
い

か
ら
と
云

ふ
て
、
こ
の

一
ケ
條

の
み
に

て
論

す
る
の
は
早
計

で
あ

ら
う
。
既

に
玄
斐

三
藏
已
前

の
人
で
、

こ
の
『
仁
王
般
若
経
」
の
末
註
を
書

い

て
居

る
の
を
何
と

見

る

べ
き
か
、
こ
れ
等

の
黙

を
も
考
慮

に
入
れ

る
べ
き
必
要
が
な

い
で
は
な

い
か
。

い
ま
更

に
此

の
経

の
翻
鐸
等

に
就

て

一
考

す
る
に
、
先
づ
第

一
に
此

の
経

の
種
類

に
は
廣
略

の

二
本
が
あ

つ
た
や

う
に
云

ふ
て
居

る
。
廣

本
と
は
本
文
の
「
散
華
品
」
に
出
て
居

る
十
萬
億
偶
の
経
典

で
あ
ら
う
。
天

台
大
師

の

『
仁

王

護

國
般
若
経
疏
』

第

一
に
も
、

経

自
有
昌爾
本
一、

一
廣

説
、
如
昌散
華
品
云
一、

爾
時
十
六
大
國
王
、

聞
齢佛
所
詮
十
萬
億
偏
般
若

波
羅
蜜
一、
散
花
供

養

。
二
者
略
本
、
曹即
今

経
文
。
(
『
正
藏
』
三
十
三
巻
二
五
四
丁
)

仁
王
般
若
纏
に
就
て

(三
)
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仁
王
般
若
緯
に
就
て

(四
)

と
云
ひ
、
更
に
鐸
本
と
し
て
三
種
類
を
墨
げ
て
居

る
。
ま
た
同
時
代
の
嘉
鮮
大
師
も
『
仁
王
般
若
経
疏
』
を
製
作
せ
ら

れ
て
居
る
が
、
種
類
及
び
繹
本
の
問
題
に
就
て
は
、
少
し
も
書
か
れ
て
居
な
い
。
ま
だ
唐
の
圓
測
の
書
い
た

『
仁
王

纏
疏
」
上
巻
本
に
、
天
台
大
師
と
同
じ
く
廣
略
二
本
を
基
げ
、
略
本
に
三
種
の
繹
本
を
示
し
て
居
る
。

(
『
正
藏
』
三

十
三
巻
三
六
扁
丁
)
故
に
此
の
廣
本
と
云
は
る
べ
き
も
の
は
、
世
間
流
布
の
『
仁
王
般
若
経
』
で
は
な
い
。
謂
ゆ
る
華
嚴

に
於
け
る
法
爾
恒
説
の
本
と
か
、
眞
言
に
於
け
る
三
世
常
恒
、
法
爾
無
作
の
輕
典
と
か
云
ふ
も
の
と
同
じ
で
、
宇
宙

の
大
文
章
で
あ
り
,
自
然
の
大
経
典
を
直
ち
に
『仁
王
般
若
経
』
と
見
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
廣
本
た
る

『
仁

王
般
若
経
』
を
縮
爲
し
て
、
現
今
分
流
の
略
本
と
な
し
た
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
略
本
に
四
種
類
あ
り
。
帥

ち
左
の
如
し
。

一
、
『
仁
王
般
若
経
』
一
雀
、
西
晋
太
始
元
年
、
月
支
國
三
藏
曇
摩
羅
蜜
(
法
護
)
繹

二
、
『
仁
王
護
國
般
若
波
羅
蜜
経
』
二
巻
、
眺
秦
弘
始
三
年
、
亀
叢
國
三
藏
鳩
摩
羅
什
(
童
壽
)
鐸

三
、
『
仁
王
般
若
経
」
一
巻
、
梁
永
聖
三
年
、
西
天
竺
優
灘
尼
國
三
藏
波
羅
末
陀
(
眞
諦
)
繹

四
、
『
仁
王
護
國
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
二
巻
、
唐
永
泰
元
年
、
大
興
善
寺
沙
門
阿
目
怯
(
不
塞
)
諜

こ
の
外
に
密
敏
に
於
て
用
ゆ
る
『
念
請
儀
軌
』
二
雀
、
『
念
諦
法
」
一
巻
、
『
陀
羅
尼
繹
』
一
雀
等
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

今
は
且
ら
く
前

に
墨
げ
た
四
繹
の
み
に
就
て
少
し
く
論
じ
て
見
や
う
。

『
仁
王
般
若
経
』
の
四
繹
の
中
、
前
の
三
繹
に
就
て
は
殆
ん
ど
信
用
を
置
く
べ
き
債
値
が
な
い
。
素
よ
り
共

の
鐸
出
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に
就
て
道
安

の
経
録

に
な
く
、
信
肪

の
『
出

三
藏

記
集
』
第

四
に
は
、
「
新
集
績

失
繹
維
纏
録
第

一
」
の
中

に
、

『
仁
王
護
國
般

若
波
羅
蜜
経
』
一
巻
(
『
正
藏
』
五
十
五
雀

二
九
丁
)

と
云

ふ
て
、
纏
名
だ

け
出

て
居

る
か
ら
、
そ

の
當
時
は
失
鐸
と
し

て
あ

つ
た
も
の
に
相
違
な

い
。

し
か
し
其

れ
が
法

護
課

で
あ

る
と

か
羅
什
繹

で
あ

る
と
か
と

云
ふ
こ
と
は
素
よ
り
不
明
で
あ

る
。
更

に
同
第
八
に
、

大
梁
皇

帝

の

『
註

解

大
品
序
』
な

る
も
の
が
出

て
居

る
が
、
そ

の
中

に
、

唯
仁

王
般
若
具
書
二各
部

一、
世
既
以
爲
昌疑
経
一、
今
則
置
而

不
レ論
。
(
『
正
藏
」
五
十
五
巻

五
四
丁
)

'

と
あ

る
か
ら
、
梁

の
時
代

に
は
偽
経
と
し

て
絵

り
用
ひ
な

か

つ
た
も

の
～
や

う
で
あ

る
。
ま

た
階

の
沙
門
法
経
等
が

撰
述

せ
る
『
衆
経
目
録
』
第

二
に
も

、
こ
の
経
を
疑
惑
録

に
編

し
、

そ
の
理
由
と
し
て
左

の
如

く
云

ふ
て
居

る
。

『
仁

王
経
』
二
巻
、
別
録
稽
昌此
経
是
竺
法
護
…諄
一、
経
首
、

叉
題

云
㌔
疋
羅
什
撰
呂集
佛
語
一、
今
案
此

経
語
始
末
義

理
文

詞
、
似

非
三

賢
所
課
鴨、
故
入
昌疑
録
一。
(
『
正
藏
』
五
十
五
雀

一
二
六
丁
)

こ
れ

に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
と
、

こ
の
『仁

王
経
」
に
は

別
録

に
竺
法
護
鐸
と

云
ふ
て
あ
る
が
、

そ
の
當
時

に
行
は

れ
て
居

た
『
仁

王
輕
』
に
は
、
首
巻
及
び
題
號

に
「
羅
什
撰
集

佛
語
」

と
書

い
て
あ

つ
た
に
相
違
な

い
。
而

し
て
共

の

経

の
始
末
義
経
文
詞
を
案
す

る
に
、
竺

法
護
、
鳩
摩
羅
什
の

二
賢

の
所
鐸
と
は
思
は
れ
な

い
か
ら

、
疑
惑
録
の
中

に

、入
れ
た
と
云
ふ
意

味
で
あ
ら

う
。
然

る
に
其

の
次
ぎ

に
出
た
費
長
房

の

『
歴
代

三
寳
記
」
第

六
に
は
、
竺
法
護

の
條

に
、

仁
王
般
若
経
に
就
て

(五
)
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仁
王
般
若
紹
に
就
て

(六
)

『
仁

王
般
若
波
羅
蜜
経
』
一
巻
繊
枇
鵜
観
(
『
正
藏
』
四
十
九
巻

六
+
二
丁
)

と

云
ふ
て
、
竺
法
護

の
眞
課

の
や
う
に
取
り
扱

つ
て
居

る
。
帥

ち
『
歴
代

三
寳
記
」
に
云
ふ
「
晋
世
雑

録
」
と

は
如
何
な

る
も

の
で
あ

ら
う

か
、
素

よ
り
不
明

で
あ

る
け
れ
ど
も
、
恐
ら

く
は
前

の
法
脛

の
云

ふ
た
別
録

と
同

じ
も

の
で
あ
ら

う
。
而
し

て
法
経
は
僑
惑
と
な
し
、
費
長
房
は
依
慧
し
て
居

る
や
う

に
思
は
れ

る
。
ま
た
『
歴
代

三
寳
記
」
第
八

の
鳩

摩
羅
什

の
條

に
、

『
仁

王
護
國
般
若
波
羅
蜜
経
』
一
巻
観
塑
溝
謝
聯
瀧
畑
グ
顯
皿同世
(
『
正
藏
』
四
十
九
谷
七
八
丁
)

　

と

云
ひ
、

こ
れ
ま
た
羅
什
繹
の
あ

つ
た
こ
と
を
認

め
る
や
う
に
思

ふ
。
更

に
下

つ
て
『
歴
代

三
寳
記
」
第
十

一
の
波
羅

末
陀

、
即
ち
眞
諦

の
條

に
、

『
仁

王
般
若
輕
』
一
巻
墜

軸
御
韻
曙
報
灘
履
貼
賭
紗
腿

(
『
正
藏
」
四
十
九
雀
九
九
丁
)

と
云

ふ
て
居

る
。
第

二
出
と
は

恐
ら

く
第

三
出

の
誤
り

で
あ
ら
う
。
而
し

て
眞
諦
に
は
『
仁

王
般
若

疏
」
六
巻
が
あ

つ

て
、
太
清

三
年
出
と
詑
し

て
居

る
。
故

に
費

長
房

の
考

へ
で
は
、
『
仁

王
般
若
纏
』
に
三
課
あ

り
と
認

め
て
居

た
や

う

で
、
『
歴
代
三
寳
記
」
第
十

三
に
も

、
『
仁

王
般
若
波
羅
蜜
輕
』
二
雀
些
二
膵
(
『
正
藏
』
=

○
了
)
と

云

ふ
て
居

る
こ
と

に

注
意

せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

而
し
て
ま
た
、

こ
れ

と
殆

ん
ど
同
時
代

に
出
た
『
衆
纏

目
録
』
と

し
て
、
階

の
醗
経
沙
門
及
び
學

士
等

の
撰
述

せ
る

も

の
に
は
、
第

一
巻

の
軍
本
と

云
ふ
部

に

『
仁
王
般
若
経
」
二
巷
(
『
正
藏
』
五
十
五
雀

一
五

〒

)
と

云

ふ
て
置
ハ本
の
如
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く
取
り
扱

つ
て
居

る
が
、
課
者

の
名
は

基
げ

て

な

い
。

ま
た
同
書

第
五
巻

の
閥
本
と

云
ふ
部

へ
、
眞
諦
課
を
入
れ

て
居

る
や
う

で
あ

る
。
即
ち

、

『
仁

王
纏
』
一
巻
鵬
鞭

陳
眞
諦
鐸
(
『
正
藏
」
五
十
五
巻

一
七
五
丁
)

と

云
ふ
の
が
共
れ

で
あ

る
。

■而
し

て
此
等
の
三
経
録
は
殆
ん
ど
同
時
代

の
も

の
で
、
各

々
共

の
見

る
と

こ
ろ

に
依

つ

て
記
述
さ
れ
、
吾
人
に
取

つ
て
は
大

に
興
味
を
喚
起
す

る
問
題

で
あ

る
と
信
す

る
。
即
ち
法
経

の
『
衆
経
目
録
」
は
、

晴

の
文
帝

、
開
皇

十
四
年
(西
紀
五
九
四
)
に
出

で
、
費
長
房

の
『
歴
代

三
寳

記
』
は
同
じ
く
開
皇
十
七

年
(西
紀
五
九
七
)
に

出
で
、
翻
経
沙
門

及
學

士
等
撰

の
『
衆
輕
目
録
」
は
階
の
丈
帝
、
仁
壽

二
年
(西
紀
六
〇
二
)目
に
出

て
居

る
の
で
あ

る
が
、

そ
れ
が
此
の
『
仁

王
経
』
に
封

し
て
、
或
は
疑
惑
と
取
り
、
或
は
眞
諦
と
見
な

し
て
居

る
こ
と

に
注
意

せ
な

け
れ
ば
な

ら
ぬ

。
現
今

の
學

者
は
多

く
法
経

の
説
を
取

つ
て
、
恐
ら

く
は

三
繹
共

に
信
す

る
に
足
ら
す
と
な

し
て
居

る
や
う

に

思

ふ
。

素
よ
り
梁

の
時
代

に
儒
経

と
し
て
『
仁

王
般
若
輕
」
な
る
も
の
が
あ

つ
舵
こ
と
は
あ

つ
た

に
相
違
な

か
ら
う
。

そ
れ
を
『
晋
世
雑
録
』
と
か
何
と

か
云
ふ
別
録
に
は
竺
法
護
課
と
傳

へ
、
ま
た
雀
首

及
び
題
號

に
誰

人
か

ゴ
鳩
摩
羅
什

課

と
書

い
忙
が
爲
め

に
、

こ

、
に
竺
法
護
鐸
と
鳩
摩

羅
什
と

の
二
繹
が
あ

つ
た
や
う

に
『
歴
代
三
寳

記
」
が
誤
り
傳

へ

た
も
の
で
あ
ら

う
。
故

に
法
経

は
之
れ
を

信
ぜ
す
、
ま
た
仁

壽

二
年
撰

の
『
衆
経
且
録
』
に
も
繹
者

の
名
を
墨
げ

て
な

い
。

ま
た
こ
れ
を
繊
承
し

た
静
泰
は
明
か

に
『
仁

王
般
若
経
』
二
雀

二
十
八
紙
(
『
正
藏
』
五
十
五
雀

一
八
=〒

)
と
云
ひ
な

が
ら

も
、
そ

の
繹
者

の
名
を
墨
げ

て
居
ら
な

い
の
に
注
意

せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

仁
王
般
若
経
に
就
て

(七
)
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仁
王
般
若
経
に
就
て

(八
)

爾
眞

諦
三
藏
あ

り
な
ど

～
『
歴
代

三
寳
記
』
に
云
ふ
け
れ
ど
も
、

こ
れ
亦

、
信
す
る
に
足
ら

阻
説

で
あ

つ
て
、

誰
人

も

こ
れ
を
見
た
と
云

ふ
も

の
が
な

い
。
仁

壽

二
年
撰
の
『
衆
経
目
録
」
や
、
静
泰

の
『
衆
経
目
録
』
に
於

て
、
閾

本
部

に

入
れ

て
居

る
こ
と
に
注
意

せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
ま
た
眞
諦
三
藏

に
『
仁
王
般
若
経
疏
』
六
巻
が
あ

つ
た
と

『
歴

代
三

寳

記
』

に
傳

へ
て
居

る
が
、

こ
れ
等

の
妄

読
な

る
こ
と
は
學
者

の
既

に
登

表
さ
れ
た
こ
と
で
、
今

更
こ

～
で
論

す
る

ま

で
も
な

い
こ
と

で
あ

る
。

故

に
今

日
、
『
仁
王
般
若
経
』
に
三
繹
あ
り
な

ど

、
云

ふ
こ
と
は
信
用

さ
れ
な

い
や
う

に
思
ふ
。

而
し

て
其

の
誤
謬

の
根
源
を
な
し
た
も

の
は
費
長
房

の
『
歴
代
三
寳
記
』
で
あ

つ
て
、
そ
れ
を
繊
承
し

た
道
宣

の
『
大
唐
内
典
録
』
が
第

二

第
三
第

四
の
竺
法
護

、
鳩
摩
羅

什
、
眞
諦

の
條

の

一
々
に
於

て
、
そ
の
醗
諜

の
あ

つ
た
こ
と
を
明

記
し
た

る
爲

に
失

繹
で
あ

り
、
僑
経

で
あ

る
と
云
は
れ
て
居

た
も

の
が
、
絡

に
繹
者

の
名

が
顯
は
れ
、
具
経

の
如

く

取
り
扱
は
れ
る
や

プり
に
な

つ
て
、
そ
れ
よ
b
已
後

の
靖
遽

の
『
古
今
繹
輕
圖
記
』
も
、
そ

の

一
々
の
條

に
経
名
を
墨
げ

て
、

三
繹

が
あ

つ

た
や
う

に
傳

へ
、
そ
れ
よ
り
も
新
ら
し

い

『
大
周
刊
定
衆
纏
目
録
」
と
か

『
開
元
繹
敏
録
」
と
か

に
も
、
み
な

『
仁

王

.
般
若
経
」

に
は
三
鐸
あ
り
と

云
ふ
こ
と

に
な

つ
て
仕
舞

つ
た
の
で
あ

る
。

三

こ
の
『
仁

王
般
若
纏
」
の
末
註

と
し
て
、
最

も
古

い
も

の
と
思
は
れ
る
天
台

大
師

の
『
仁
王
般
若
経
疏
』
に
於

て
、
左

の
如

く
云

ふ
て
居

る
。
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問
、
古
人
云
、
仁

王
経
非

主

傳
澤
一、
是
事
云
何
、
答
、
寡
識
小
卸
深
可
昌憐
敗
心一、
壼
有
レ不
レ見
}目

録

、
帥
云
非
㌔
疋

正
魏
一、
海
庸

不
レ信
山
木
似
レ魚
、
夏
華
亦

云
、
古
初
無
レ物
、
鳴
呼
盲
目
録
昌破
潔
珠
一、

且
準

下

経
一、
自
有

爾

杢

、

一
廣
説

二
者
略
本
、
'即
今
経
文
、
課
者
不
レ同
、
前
後
三
本
、

一
者
晋
時
永
嘉

年
、

月
支

三
藏
曇
摩
羅
察

、
晋

云
呂法
護

一、
翻
昌出

二
巻
一、
名
昌仁

王
般
若
一、

二
是
偽
秦
弘
始
三
年
、

鳩

摩
羅

什
於
昌長
安
遣
遙

園

別
館
一醗
二二
巻
一、

名
昌佛

読
仁

王
護
國
般
若
波
羅
蜜

一、

三
者
梁
時
眞

諦
、
大
同
年
於

豫

章
實
因
寺
一醗
自出

一
雀

一、

名
二仁

王
般
若
経
一、

疏
有
二六
巻
一、
錐
レ有

"三
本
一、
秦
爲
昌周
悉
一、
依
噌費

長
房

入
藏
目
録
一云
耳
。
(
『
正
藏
」
三
十
三
巻

二
五
四
]
)

と
云

ふ
て
居

る
が

、
こ
れ
亦
費
長
房

の
『
歴
代
三
寳

記
』
に
依

つ
て
居

る
こ
と

は
明
か

で
あ

る
。
次

ぎ

に
唐

の
圓
測
の

「仁
王
経

疏
』
は
殆

ん
ど

天
台
大
師
と
同
じ
く
、
や

～
加

へ
た
黙
も
あ

る
。
即

ち
左
の
如
し
。

梵

本
錐
」

、
陣

課

者
一異
、
乃
成
を
一本
一、

一
者
晋
時
秦
始
元
年
、

月
支
國

三
藏

法
師
曇
摩
羅
蜜

、
晋

云
縞法
護
一、

醗

出

一
巻
一、
名
昌仁
王
般
若
一、

二
者
秦
時
弘
始
三
年
、

三
藏

法
師
鳩
摩
羅

什
、

秦
言
}董

壽
一、

於
二常

安
西
明
閣
遣

遙

別
館

一、
醗
呂出

一
本

一、
名
}】仁
王
護
國
般
若
波
羅
蜜
一、
三
者
梁
承
聖

三
年

、
西
天
竺
優
灘

差
國

三
藏

法
師
波
羅
末

陀

、
梁
言
益
ハ諦
一、
於
二豫
章
寳

田
寺

一、
醗
昌出

一
雀
一、
名

仁

王
般
若
経
一、
疏
有
昌六
巻
一、
錐
レ有

主

杢

、
晋
本
創
初
、

恐
不
昌周
悉
一、
眞
諦

一
本
、
隠

而
不
レ行
、
故
今
且
依
昌秦
時

一
本
[、
依
二費
長
房

三
寳
録
一、

三
繹

皆
言
二

巷
一、
'然
費

學

七
入
藏

目
録
、
即

云
昌雨
巻

一(『
正
臓
』
三
十

三
巻
三
六
一
丁
)

こ
れ
に
依

つ
て
見

る
と
、
や

、
醗
繹

の
年
代

に
就

て
相
違

す
る
鮎

が
あ
る
。
即
ち

法
護
繹
は

晋

の
泰
始

元
年

(西
紀

仁
王
般
…若
経
に
就
て

(九
)
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仁
王
般
若
輝
に
就
て

(
一
〇
)

二
六
五
)
と
改
め
、
眞
諦
課
は
梁

の
承
聖
三
年

(西
紀
五
五
四
)
と
な

つ
て
居

る
の
で
あ

る
が
、

し
か
し

竺
法
護

の
醗

繹
せ

ら
れ
た
年
代
は
、
泰
始

二
年
(
二
六
六
)
か
ら
永
嘉

ご
年
(
三
〇
八
)ま

で
と

云
ふ
の
で
あ

る
か
ら
、

こ
の
圓
測

の
読
は
信
ぜ

ら
れ
な

い
。

そ
れ
に
「
晋
本
創
初
、
恐
不
掬

悉
し

と
あ
る
か
ら
、
現
存

は
し

て
屠
な

か

つ
た
も

の

で
あ
ら
う
。
ま
た

置
ハ諦
繹
は
「
隠
而

不
レ行
」
と
云

ふ
て
居

る
か
ら
、
こ
れ
亦
論
す

る
程

の
も

の
で
は
な

い
。
疏

の
六
巻
は
太
清

三
年

(五

四
九
)
に
書

い
た
と

云
ふ
が
、
本
経
を
翻
課

せ
な

い
已
前

に
注
疏
を
書

い
た
も

の
が
大

に
疑
問

の
焦

鮎

と
な
る

こ
と

で

あ
ら
う
。
残

る

一
本
の
羅

什
鐸
は
古
來
よ
り
あ

つ
た

一
本
で
、
謂
ゆ

る
梁
時
代

に
傭

経
と
さ
れ
て
居

た
も

の
で
あ
ち

う
と
信
す

る
が
、

こ
れ
亦
年
代

に
不
審

の
鮎

が
あ
る
。
帥
ち
羅
什
が
弘
始
三
年
(西
紀
四
〇
一
)
に
長
安
遣
遙
園
別
館

で

翻

繹
し
た
と
云
ふ
け
れ
ど
も
、
羅
什

の
長
安

に
到
着

し
た

の
は
弘
始

三
年
十

二
月

ご
十
日
で
あ

る
か
ら
、
と

て
も
年

内

に
翻
…繹
し
た
な
ど

～
は
思
は
れ
な

い
。
故

に
此

の
』
鮎

だ
け
で
も
先

づ
疑
問
と

云
は
ね
ば
な

ら

ぬ
が

、
そ
れ
の
み

な
ら

す
、
今

日
傳
は

つ
て
居
る
羅

什
繹
似

『
仁
王
護

國
般
若
纏
』
は
、
と

て
も
羅
什
課
と
は
信
ぜ

ら
れ
な

い
箇
庭

が

多

い
の
で
、
そ

の
登
膿

の
文
章

が
拙
劣

で
、
甚
だ
流
麗
を
飲

き
、
鐸
語
が
他

の
羅
什
課
と
云
は
れ

る
も
の
に
比
較

し

て
、
大

に
相
違
す
る
と
云
ふ
の
で
あ

る
。

こ
れ
等
も
今
日
の
學
者
が
等
し
く
指
摘
す

る
こ
と

で
、

こ

、
に
詳
論

す
る

必
要

は
な

か
ら

う
と
思

ふ
。

か
く
の
如
く

『
仁
王
般
若
脛
』

の
醗
繹

に
就

て
は
、
遺
憾
な
が
ら

三
課
と
も

に
疑
問
の
黙
が
あ

り
、
今

日
傳

は

つ

て
居

る

一
本
さ

へ
も
羅
什
繹
と
し

て
は
信

ぜ
ら
れ
な

い
の
で
あ

%
。
或
る
人
は
階
唐
時
代

に
支
那

で
製
作

し
た
も
の



と
云
ふ
て
居

る
が
、

し
か
し
、
私
は
其
れ
よ
り
も
已
前
に
あ

つ
た
も

の
と
思

ふ
。
既

に
梁
朝
時
代

に
僑
経

と
云
は
れ

て
居
た

の
で
あ
乃
か
ら
、
惜

か
に
階
唐

已
前

の
も

の
で
、
支
那
で
製
作
し
た
と
云

ふ
よ
り
も
、
そ

の
原
典

が
印
度

に

行
は
れ
て
居

た
も
の
で
は
な

か
ら
う
か
と
信
す

る
。
何
と
な

れ
ば
、

こ
の
三
課
已
後
に
於

て
、
唐

の
粛
宗
皇
帝
が
不

塞
三
藏

を
し
て
醗
傳

せ
し
め
や

う

と

し

て
果

た
し
給

は
す
、
代
宗
が

永
泰
元
年

(西
紀
七
六
五
)
四

月
ご
日
に
詔
し

て

『
仁
王
般

若
経
」
を
醗
繹

せ
し
め
給

ふ
た
と

云
ふ
て
居

る
。
即
ち
良
貢

の

『
仁

王
護
國
般
若
波
羅
蜜
多

纏
疏
』

上
巻

一

に
、謬

惟
亘
唐
、
粛
…宗
皇
帝
、,
重
昌
発
化
、
革
弊

救
焚
、

至
憂
黎
元
、
藻

心
齋
戒
、
請
昌南

天
竺
執
師
子

國
灌
頂

三
藏
一、

名
昌阿
目
怯
一、
唐

云
昌不
察
一、
醗
昌傳
衆
経
一、
以
安
昌肚
禮
一、
薮
願
未
レ満

、
仙
駕
蹄
レ天
、
我
今
、
寳
鷹

皇
帝
、
再
造
乾

坤
、
禮
樂
惟
新
、
明
白

四
達
、
恭
嗣
昌先
訓

一、
恩
累
請
焉
、
永
泰
元
年
歳
在
】乙

巳
一四
月
二
日
、
詔

日
、
如
來
妙
旨
、

恵
沿
二生
霊
一、
仁

王
寳
経
、
義
崇
呂護

國
一、
前

代
所
レ繹
、

理
未
"融
通
一、
望
依
噌梵

爽

一、
再
有

翻

詳

、
貝
葉

之
言
、

永
無
漏
略
、
金

口
所
説
、
更
盆
昌詳
明

一、
傍
請
昌僧
懐
感
等
内
道

場
一所
噛謙

繹
一、
輻
資
コ先
代

一、
澤
及

鵡含
鰹
一、
冠
盗
水

清

、
簑
直
允
穆
、
傳
昌之
嘘
劫

一、
救
護

實
深
、
(
『
正
臓
」
三
十

三
巻
四
三
〇
丁
)

と

云
ひ
、
乃
ち
南
桃
園

に
於

て
、
月
朔
よ
り
月
望
に
な

つ
て
醗
課
さ
れ
た
と
説

い
て
あ

る
。
而
し

て
新
純
奮
経
そ

の

理
が
甚
だ
符
順
し
、
し

か
も
新
経

の
文
義
が
梢

々
圓
か
に
な
り
、
金
言
が
聖
心
に
冥
契
し
、
佛

日
が

再
び
輝

い
た
と

、
云

ふ
や
う
な
意

味
が
附
加

さ
れ

て
居

る
や
う
に
思

ふ
。

仁
王
般
蕪

に
就

て

(
=

)
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仁
王
般
若
経
に
就
て

(
一
二
)

か
く
し
て
見
れ
ば
新
経
な

る
も

の
は
、
梵

爽

に
依
り
、
貝
葉

に
依

つ
て
魏
繹

せ
ら
れ
た
こ
と
は
事
實

で
あ
ら

う
。

故

に
印
度

に
あ

つ
た
も
の
で
、

支
那
で
製
作

せ
ら
れ
た
も

の
と
は
信

ぜ
ら

れ
な

い
。

そ
れ
は
支
那

で
製
作

せ
ら

れ
た

も

の
を
印
度

に
翻

繹
し
、
そ
れ
が
ま
た
新
経

に
醗

繹

せ
ら
れ
た
も
の
と

云
ふ
人
も
あ
ら
う
が
、
し

か
し
私

は
、

そ
う

ま

で
は
疑

ふ
必
要
な

い
と
思
ふ
。
素

よ
り
今

日
、
傳

は

つ
て
居

る
羅
什
繹

の
本
文
に
は
、
支
那
臭

味
の
黙

は
な

い
で

は
な

い
が
、
総

べ
て
疑

つ
て
か

y
れ
ば
際
限

の
な

い
も

の
で
あ

る
。

四

『
仁
王
般
若
経
』

の
翻
繹

に
就

て
、

大
膿

の
叙
述
を
試

み
た

の
で
あ
る
が
,

現

今

一
般

に
用
ひ

ら
れ

て
居

る
羅
什

繹
は
、

老
う
し

て
も

羅
什
繹
と
は
思

へ
な
い

の
で
あ

る
。

而
し

て
亦
、

新
経
と
云

ふ
て
居

る
不
察
繹
も
、
良
賞

の

『
仁
王
経
疏
」
に
は
、
羅

什
繹
よ
り
も
勝
れ

て
居

る
や
う

に
記
載

さ
れ

て
居

る
が
、
そ

の
實

は
絵
り

鳳

心
が
出
來
な

い

の
で
あ

る
。
故

に
不
塞

三
藏

の
法
系

に
厩
す

る
日
本

の
弘
法
大
師

の
如
き
は
、
そ

の
著

の

『
仁
王

経
開
題
』

に
さ

へ

左

の
如
く
物
語

つ
て
居
ら

る

～
。

然
晋
本
方
言
術
隔
、
梁
本
隙
而
不
レ行
、
唐

本
間
以
流
布
、
秦
本
盛
傳
昌宇
内
一、
今
所
レ講
者

、
是

共
本
耳
。
(
『
弘
法

大
師

全
集
』

四
四
百
二
+
一
丁
)

こ
れ
に
就

て

「
晋
本
方
言
荷

隔
」
と
あ

る
が
、
大
師

は
決

し
て
見

て
居
ら
れ
た
も

の
で
は
な

か
ら

う
。
即
ち
晋

の

法
護

謬
と
云
は
る

べ
き
も
の
は
無

い
の
で
あ

る
か
ら
、
大
師

の
見
ら
れ
た
筈

は
な

い
。
恐
ら
く
は

『貞
元
録
』

の
本
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文

に
依

つ
て
書

か
れ
た
も

の
で
あ
ら

う
と

云
は
れ
て
居

る
。
要
す

る
に
新

経
た
る
不
塞
繹
も
飴
り

用
ひ
ら
れ
な

か

つ

た
と

云
ふ
こ
と
は
事
實

で
、
そ
の
末
繹
も
良
責

等
の
こ
三
を
除
く
外
は
蓋
く
羅

什
繹

と
云
は
れ

る
奮
纏

に
依

つ
て
居

る

の
で
、

『
績
藏
』

及
び

『
大
日
本
佛
敏
全
書
』

に
も
、
有
名
な

る
末
繹
は
集
め
ら
れ
て
居

る
。

然

ら
ば

此
の
如

く
翻
繹
上

に
疑

問
の
あ

る

『
仁
王
般
若
経
』
が
、
何
故

に
古
來
よ
り
多
く
研
究

せ
ら
れ
、
末
註
も

可
成

り
多

く
製
作

せ
ら
れ
、
ま
た
大

切
に
讃

請

せ
ら
れ
修

法
せ
ら

る

、
や
う

に
な

つ
た
も
の
で
あ

ら
う
か
。
私
は
之

れ
に
就

て
、
更

に
共

の
内

容

の
本
文
に
入

つ
て
少
し
く
研

究
し
た
結
果
を
述

べ
て
見

る
な

ら
ば
、

先

づ
此
の
輕
典

ほ

ど
巧

み
に
般
若
思
想
を
詮

表
し
て
居

る
も

の
は
な

い
と
信
じ
て
居

る
。

そ
れ

に
は
多
少
、
般
若
的

思

想
で
な

い
も

の

も
混
入
さ
れ

て
居

る
が
、

し

か

し

他

の
股
若
部

の
経
典

に
比
し

て
、
絵

り

に
内
容

が
秩
序

立

つ
て
居

る
や
う

に
思

ふ
。

要
す

る
に
此

の
純
典
は
、
仁
王
と
護
國
と
般
若
と
の
三
思
想
に
依

つ
て
聯
結
さ
れ
た
糎
典

で
、
般
若
部

の
経
典

の
中

に
於

て
も
、
非
常

に
渥
く
成
立
し
た
も

の
で
あ
る

こ
と
は
、
輕
中

の
本
文

に
依

つ
て
明
瞭

で
あ

る
。
・即
ち
左

の

如
し
。

大
畳
世
奪
、
前
已
爲
昌我
等
犬
衆
一、
二
十
九
年
読
昌摩
河
般
若
波
羅
蜜
、
金
剛
般
若
波
羅
蜜
、

天
王
問
般
若
波
羅
蜜
、

光
讃
般
若

波
羅
蜜
一、
今

日
如

來
、
敢

天

光
明
一、
斯
作

荷

事
一。
(
『
正
藏
」
第
八
霧

八
二
五
丁
)

こ
れ
は

「
序
品
」

の
本
丈

で
あ

る
が
、
衣
ぎ

の

「
観
塞
品
」
に
も
、
「
如
呂光
讃
般
若
波
羅
蜜
中

読
」
と
云

ふ
て
あ

る
。

而
し

て
前

に
掲
げ

た

『
出

三
藏
記
集
』
第

八
に
出

て
居

る
大
梁
皇
帝

の

『
注
解

大
品
序
』

に
、

仁
王
般
若
経
に
就
て

(
=
二
)
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仁
王
般
若
経
に
就
て

(
一
四
)

講

般

若
一者
多
詮
二五
時
一、
一
往
聴
受
似
レ有

篠

理
一、
重

受
研
求
多

不
和

符
一、
唯
仁
王
般
若
具
書

各̀
部

一。

(
『
正
藏
』

五
十
五
巻
五
四
丁
)

と

云

ふ
て
居

る
が

、
こ
の
五
部
と
は
今

の

『
塵
詞
般
若
」
『
金
剛
般
若
』
『
天
王
問
般
若
』
『
光
讃
般

若
』
と
、
更

に
此

の

『
仁
王
般
若
』
と
を
加

へ
た
も

の
で
あ

つ
て
、
こ
の
五
部

の
名
目
を
列
ね

て
居

る
が
、
世
は
既

に

『
仁

王
経
』

を

以

て
鶴
経
と
し

て
居

る
か
ら
、
今
は
置

い
て
論
ぜ
す
と

云
ふ

一
節
が
あ

る
。
兎

に
角
、
こ

の

『
仁

王
般
若
経
』
は
前

已
に
四
種
般
若
を
読

か
れ
た
後

の
経
典
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
必
ら
す
し
も
後

に
出

來
た
か
ら

勝
れ
て
居

る
と
は

云

へ
ぬ
が
、
し
か
し
仁

王
と
護
國

と
般
若
と
を
結

び
付
け
て
、
巧

み
に
般
若

の
思
想
を
詮
顯

し

て
居

る
と

こ
ろ

に
、

こ
の
纏
典
の
特
長

は
あ

る
や
う

に
思

ふ
。
帥

ち
天
台
大
師

の

『
仁

王
般
若
経
疏
』

に
は
左

の
如
く

云

ふ
て
居

る
。

仁
王
是
能
護
、
國
土
是
所
護
、
由
昌仁
王
以
レ道
治
τ國
故
也
、
若
望
般

若
一、
般
若
是
能
護

、
仁

王
是
所
護

、
以
レ持
二

般
若
一故
、
仁
王
安
穏
、
若
以
昌王
能
博
7法
、
則
王
是
能
護

、
般
若
是
所
護
也
。

(
『
正
藏
」
三
十

三
巻

二
五
三
丁
)

こ
、
に
云
ふ
仁
王
と
は
何
ぞ
や
、

こ
の
仁

王
に
封
し

て
天
台
大
師

は
因
縁
、
約
敏
、
本
迩
、
槻

心

の
四
種
繹
義

を

用
ひ

て
居
ら
る

～
が
、
要

す
る
に
仁
王
と
は
聖
圭
自
在

の
徳
を
墨
げ
た

も

の

で
、

仁
と

は
施
恩

布
徳

の
故

に
名
づ

.

け
、
王
と
は
統
化
自
在

の
故

に
呼
ん
だ

も
の
で
あ

る
。
而
か
も
此
の
仁

王
は
内

に
は
佛
果

十
地
を
護
り
、
外

に
は
國

土
衆
生
を
護

る
の
で
あ

る
が
、
そ

の
依

つ
て
來
る
と

こ
ろ
は
偏

へ
に
般
若

の
妙
慧
を
以

て
根
本
'と

す

る
の
で
あ

る
。

帥

ち
般
若

の
深
奥

な
る
教

理
を
以

て
國
家
肚
會
、
個

人
の
實
際

に
ま

で
持
ち
來

つ
た
と
云

ふ
の
が

一
纏

の
眼
目

で
あ
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る
・
換
言

せ
ば

國
王
の
國
家
を
統
治

す
る
と
云

ふ
こ
と
は
、
般

若

0
敏
理
を
事
實
化
す

る
こ
と

で
、
般
若

の
敏

理
を
.

膿
験
す
る
こ
と
に
依

つ
て
國
家
は
統
治

せ
ら
れ
、
唯
だ

に

一
國
家

の
み
に
局

ら
す
、
杢
世
界
を
通
じ

て
般
若
の
現
實

化
と
な
り
、
財
利
を
貧
ら
す
、
法
施
を
布

い
て
精
紳
を
救
濟
す
る
と
云
ふ
の
が
根
本
義

で
あ

る
や
う

に
思

ふ
。

か

く
の
如
く

に

『
仁
王
般

若
纏
』

の
根
本
義
が
杢
然
界

を
般
若

の
現
實
化

に
す

る
と

云
ふ
か
ら

に
は
、
そ
こ

に
多

少

の
麟
繹
上

の
疑
惑
が
あ
ら
う
と
も
、
ま
た
内
容

に
於

て
般
若
思
想

に
反
す

る
記

事
が

加
は

つ
た
り

、
支
那
嗅
味
意

帯

べ
る
言
句
が
幾
分

か
混

入
せ
ら
れ

て
居

て
も
、

こ
れ
仁

王
護
國

の
妙
法
た

る
を
失
は
す
、
盛

ん

に
支
那

に
於

て
も

日
本

に
於

て
も
高
演
宣
布

せ
ら
れ
、
宮
中

に
於

て
さ

へ
も
修
會
講
経
が
絶

へ
な
か

つ
た
も

の
で
あ
ら

う
と
信
す

る
。

而

し
て
此

の
輕
を
最
も
推
重

し
、

こ
れ

を
講
讃
し
た
始
め
は
先

づ
天
台
大
師

で
あ

つ
た
や
う

に
思

ふ
。
即
ち

『
佛
租

統
紀
』
第
六

に
依
る
と
、
陳

の
宣
帝

至
徳

三
年
(西
紀
五
八
五
、
晴
開
皇
五
年
)
四
月
に
、

詔
赴

太̀
極
殿
一、
開
昌大
智
度
論

題
、
及
仁
王
般
若
経
題
一、
還
レ寺
就
レ講

、
時
百
座
居
ノ左
、
五
等
左
レ右
、
慧
噸
、
慧

噴

、
慧
辮
、
皆
奉
レ勅
難
問
、

天
子
臨
レ鑓
聴
レ法
、
百
僚
莫
レ不
昌審
敬
'、
(
『
正
藏
」
四
十
九
巻

↓
八
二
丁
)
、

と

云
ひ
、
更

に
再
び
太
極
殿

に
於
て
『
仁

王
纏
」
を
講

じ
、
天
台
大
師

の
住
房
た

る
光
宅
寺

に
行
幸

せ
ら

れ
て
、
「
含
ゾ

身

大
施

、
聴
レ講
昌仁
王
一、
躬
禮
三
拝
」

せ
ら
れ
た
と

云
ふ
の
で
あ

る
か
ら
、
.如
何

に
此

の
経
典
を
尊

崇

せ
ら
れ

た
が

明
瞭

に
な
ら
う
。

五

仁
王
般
若
経
に
就
て

(
一
五
)
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仁
王
般
若
緯
に
就
て

(
一
六
)

こ
の

『
仁
王
纏
』

の
内
容
を
知
ら
う
と
思

ふ
に
は
、
先

づ
天
台
大
師

の

「
仁

王
般
若
維
疏
』
を

始
め
、
古
藏
、
圓

測
、
良
賞
、、
善

月
な
ど

の
末
疏

に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
が
、
今

は
北
ハ
の
本
文

の

一
々
に
就

て
識

朋
す

る
の

で
は
な

ぐ
、
大
膿

に
於
け
る
観
察
を
述

べ
て
見

る
こ
と
に
致

さ
う
。

・
羅

什
鐸
と

云
は
れ

て
居

る
も

の
と
、
新
経
と
云
は
れ
て
居

る
不
察
諜
と

に
就

て
、

そ
の
内
容
を

封
照
す

る
と
殆
ん

ど
同
じ

で
あ

る
。
帥
ち
左

の
如
し
。

羅

什

繹

不

察

繹

一

序

品
-1

序

品
ー

序
分
(
敏
起
因
縁
分
)

八 七 六 五 四 三 二二

観

塞

品
i

親
如
來
品
ー

菩
薩
教
化
晶
ー
菩
薩
行
品

二

諦

品
ー

二

.諦

品

護

國

品
i

護

國

品

散

華

品
ー

不
思
議
品

受

持

品
-
ー

奉

持

品
ー

1
正
宗
分
(
聖
教
所
依
分
)

囑

累

品
ー
ー
囑

累
ご
品
i

流
通
分
(
依
敏
奉
行
分
)

,

か
く
封
照
し
て
見

る
と

、
如
何

に
も
良
く
似

て
居

る
か

ら
、

こ
れ
は
新
純

の
不
室
課

は
梵
本

か
ら
翻

鐸
し
た
も

の
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で
な
か
ら
う
唯
だ
羅
什
諜
と

云
は

れ
る
奮
纏
を

二
三
改
鼠
し

た
も

の
で
あ
る
と
云
ひ
、
更

に

『
仁

王
縫
」

に
梵

本
が

あ

つ
た
と
云

ふ
こ
と
は
、
ど
う
し

て
も
信
す

る
こ
と
が
出
來
な

い
と
云

ふ
人
が

あ
る
。
」即
ち
慈
恩

大
師

の

『
喩
伽
論

略
纂
」

第
十

に
、
「
西

方
尋
一訪

彼
纏

一(
帥
ち
仁

王
纏
を
云

ふ
)
未
レ聞
レ有
レ本
」

と
云
ひ
、
ま

た
貞
慶

の

『
唯
識
同
學
鋤
』

第
九
之

二
に
於

て
も

「
仁

王
梵
本
」

と
題
す

る

一
章
あ
り
、

そ
れ

に
も
云
く
、

三
藏
大
師
久
遊

西

天
一、
普
訪
諸

纏
梵
本
一、
而
未
レ聞
レ有
二仁
王
梵
本
一、
知
五
天
竺
無
昌其
本
一。

(
『
大

日
本
佛
敏
全

焦
伽』
一
叫
八
八
丁
)

と
あ
る
が
如
き

は
、

こ
れ

『
仁

王
経
』

に
梵
本
な
き
謹
篠

で
あ

つ
て
、

不
察
が
梵
本
か
ら
醗
課
し
た

な
ど

～
は
眉

に

唾
し

て
見

る
べ
き
も

の
と
圭
張
さ
れ
て
る
の
で

あ

る

が
、

し

か
し

こ
れ
も

一
理
あ

る
と
云
ふ
丈
け

の
こ
と

で
あ

つ

て
、
玄
癸
や
慈
恩

の
論
を
可
信
し

て
居
る
人
の
説
と
見

る
べ
き

で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
前

に
も
設
明
し

た
如

く
、

不
塞

が
梵
本
か
ら
翻
課

し
た
と
云

ふ
の
で
、
委
し

い
事
情

は

『
大
唐
貞
元
績

開
元
繹
敏
録
』

上
谷
(『
正
藏
「
五
十
五
巻
七
五

一
丁
)
に
も
出

て
居

る
が
、

こ
れ
を
信
す
る
人
に
に
、
ど
う
し

て
も
印
度

に
梵

本
が
あ

つ
た
と
云
は
ね

ば
な
ら

ぬ
。
故

に
玄
奏
や
慈
恩
だ
け

の
説

で
、

一
概

に
非
難

す
る
諜

に
行
く
ま

い
と
信
す
る
。

ま
た
、
奮
纏
と
新
維
と

の
内
容
を
比
較
封
照
し

て
見

る
と
、
新

纏
の
方
が
遙

か
に
内
容
が
整

つ

て
居

て
、
奮
経
を

改
竃

し
た
形
跡
が
あ
り
く

と
見
ゆ

る
と

云
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
支
那
撰
述
タ
唱

へ
や
う
と
す

る
爲

め
に
、

そ

う
見
ら

る

、
の
で
、
そ

の
實
は
梵

本

の
相
違

で
あ
り
、
課
者

の
考

へ
も
、

ま

た

多
少
は
加
は

つ
て
居

た
か
も
知
れ

仁
王
π版
若
経
に
就
て

(
一
七
)
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仁
王
般
若
紹
に
就
て

(
一
ぺ
)

ぬ
。
そ
れ
等

は
皆

、
そ

の
人

の
見
や
う

に
依

つ
て
相
違
す
る

の
で
、
強
ち
に
新
純

は
駕
経
を
改
鼠

し
た
も
の
で
、
梵

本
が
な

か
つ
た
と
断
定
す

る
有
力
な
る
謹
左
と
は
な
ら

ぬ
で
あ

ら
う
。

い
ま
私
は

此
庭

で
蕉
纏
と
新
純

と
の
内
容
を

比
較
封
照
は
せ
ぬ
。
脆
だ
輩

に

一
般

に
用

ひ
ら
れ

て
居

る
羅
什
澤
と
稔

せ
ら

る

＼
も

の
に
就

て
、
共

の
大
膿

を
述

べ

て
見

る
こ
と

に
致
さ
う
。

先
づ
八

品
の
中

に
於

て
、
「
序
品
」
に
は
常

に
云
ふ
通
序
と
別
序
と
が
あ

つ
て
、
通
序
は
鋒
純

に
通

す
る
五

成
就

の

経
文
で
あ
り
、
別
序

は
此

の
純

に
特
有

の
も

の
で
、
そ
の
由
來
因
縁
を
明
し
た
と

こ
ろ

で
あ

る
。
即
ち
繹
奪

は
既

に

二
十
九
年

の
問
、
種

々
な

る
般

若
を

説
か
れ
た
が
、
般
若
談

三
十
年

の
最
後

の
正
月
八

日
に
於

て
、
こ
の
『
仁

王
糎
」

を
御

詮
法

に
な

つ
た
と
云
ひ
、
明
か

に
年
時
を
表
示
し
て

一
経

の
甚
深
な

る
こ
と
を
詮
顯

せ
ら

れ

て
居

る
ま
た
此

の

『
仁
王
経
』
の
會
座

の
聴
衆

に
は
寳
蓋
と

か
漂
名
と
か
云
ふ
大
居
士
も
あ
り
、
須
菩
提

と
か
舎
利
弗

と

か
云
ふ
大
比

丘

も
あ
り
、
彌
勒
と

か
獅
子
吼
と
か
云

ふ
大
菩
薩

も
あ

つ
て
、
そ

の
説
法
の
経
典

は
甚
だ
幽
遠

で
あ

る
と
云

ふ
こ
と
を

も
表
示
し
て
居

る
。

次

に

「
観
塞
晶
」

巳
下
六
品
は
正
宗
分

で
あ

つ
て
、

一
経

の
趣
旨

は
此
庭

で
充
分

に
述

べ
ら
れ

て
居

る
。
今

そ

の

大
膿
を
圖
表

に
て
示

せ
ば
左

の
如
し
。
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槻

塞

品
i

明
レ
護
昌
佛

果
一1

ー
般

若

智
ー

菩
薩
敏
化
品
i
明
レ護
昌十
地

因
一i

二

諦

品
.

辮
三

諦

不

一
ご
ー

智
所
縁
諦
ー

護

國

品

ー
明

出能

護

般

若

・1
般

若

明
昌所
護
國
土
一ー

護
國

肇

.丁

示
物
箋

・全
人
供
養
ー

懇

供
牽

一

右

王

受

持

品
-

明
昌弘
纏

人

徳

行
相
貌
一i

l
弘
経
相
貌
ー
一

こ
れ

に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
と
、
こ

の

『
仁

王
般
若
経
』

に
於

て
、
般
若
と
云
は
れ
る

べ
き
黙

は
前

の
三
品

に
於

て
審
き

て
居

る
や
う

に
思

ふ
。
そ

の
中
、
始
め
の

「
槻
察
品
」

は
般
若

の
實

智
を
明
か
し
、
次
ぎ
,の
「
菩
薩
敏
化
品
」

は
般
若

の
梅
智
を
明
か
し
た
も

の
で
あ
ら
う
。
素

よ
り
般
若

に
於
け
る
實
智
権
智
は
離
し
て
論

す

べ
き

で
は
な

い
。

般
若

の
塞
智
を
得
た
と

こ
ろ

に

一
切
衆
生
を
敏

化
す

べ
き
方
便
智
は
必
ら
す
具
す

る
も

の
で
、
そ

れ
等

不
二
に
關
す

る
説

法
は
第

三
の

「
二
諦
晶
」

に
顯
は
れ
で
居

る
や
う

に
思

ふ
。
故

に
此
の
三
品
は
般
若

の
,説
明

と
し
て
は
如
何

に

も
秩
序
よ
く
述

べ
ら
れ

た
も

の
で
あ

つ
て
、
そ
れ

に
は
種

々
な

る
法
相
が
顯
は
れ
て
居

る
。
帥
ち
「
槻
塞
品
」
に
於
て

は
無
得

正
観
を
明
か
し
て
、
五
纈
、

四
徳
、

三
科
、
六
大
、
四
諦
、
十

二
因
縁
、

十
八
塞
等

の
無

得
正
槻

を
墨
げ
、

若
菩
薩
見
レ境
見
レ智
、
見
レ説
見
レ受
者
、
非

聖

見

一也

、
倒
想
見
レ法
、

凡
夫
人
也

、

見

主

界
一者

、

衆
生
果
報

之
名

也
。
(
『
正
藏
」
八
巻
八
二
六
丁
)

仁
王
般
若
純
に
就
て

(
一
九
)
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仁
王
般
若
緯
に
就
て

(二
〇
)

な
ど

～
云
ひ
、
更

に

一
切
法
は
皆

如
な

り
と

説
い
て
、
般
若
の
實
智
を
諸
法
實
相
と
槻

じ
、
而
か

も
無
所
得
皆
塞

の

と

こ
ろ

へ
結
蹄

せ
ら
れ

て
居

る
も

の
で
あ
ら
う
。
第

二
の

「
菩
薩
敏
化
晶
」

は
菩
薩

行
化
衆
生

の
相
を
分
け

て
五
忍

と
な
し

、
更

に
共

の

一
々
に
多

く
の
法
相
を
立

て
～
居

る
け
れ
ど
も
、
要
す
る

に
此
れ
を
十
四
忍

に
開

い
て
菩
薩
修

行

の
階
位
と
な

し
、
衆
生
敏
化

の
菩

薩
法
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
次
ぎ

に
第
三

の

「
二
諦
晶
」

催
般
若

の
智
慧

に

依

つ
て
縁

ぜ
ら
る

、
二
諦

の
境

に
就

て
説
か
れ
た
も

の
で
、
境
が

二
諦

で
あ

れ
ば
、

そ
れ
を
槻
す

る
般
若
も
不

二
で

あ
る
こ
と
は
論
を
倹
た

ぬ
の
で
あ
る
。
故

に
此

の
「
二
諦
品
」
に
於

て
は

一
切
法
塞
非

一
非

二
の
道

理
を
明
か
し

て
、

遠

く
過

去
七
佛
か
ら

の
読
法
で
あ

る
と
な
し
、
そ

の
深
遠
な

る
二
諦

不
二
を
読

い
て
、
こ

の
経

の
得
盆
と
経
名
と
附

屍
と
を
述

べ
て

一
段
落
を
告
げ

て
居

る
や

う
に
思

ふ
。

於
・此
経
中
一、
起
噌二

念
信
一、
是
論

衆
生
、

超
菖百
劫
千
劫
十
地
等
功
徳

一、
何
況
受
持
讃
諦
解

説

者
功
徳
、

.即
十
方

諸
佛
等
無
・有
・異

、
當
レ知
、
是
人
即
如
來
、
得
レ佛

不
レ久
、
時

諸
大
衆

、
聞

レ誰
是

経
一、

十
億
人

得

三

察
忍
一、
百
萬

億
人
、
得
・大
塞
忍
十
地
性

一、
大
王
此
経
名
爲
昌仁
王
問
般
若
波
羅
蜜
経

一。
(『
正
臓
』
八
審
八
二
九
丁
)

こ
れ

に
依

つ
て
そ
れ
を
考

へ
て
見

る
と
、

一
経
は
既
に
此
庭
に
蓋
き

て
、
般
若

の
深
旨
は
充
分

に
顯

は
れ
て
居

る

が
、
さ
て
此
庭

に
荷
ほ
本
纏

の
特
長
と
す

べ
き
護
國
思
想
が

登
揮

さ
れ

て
居
ら

な

い
。

故

に

僅

か
で
は
あ

る
が
、

「
二
諦
品
」
の
終

り
に
「
汝
等

受
昌持
般
若
波
羅
蜜
一、
名
爲
昌護
國
土
功
徳

一云
々
」

と
云
ふ
て
、
次
ぎ

の
「
護
圃
品
」
に
取
り

か

～
る
巧
妙
な

る
手
段
が
講
ぜ
ら
れ

て
居

る
。
こ
れ
は
既

に

「
槻
塞
品
」
の
最
初
に
も

「
爾
時
、
佛

告
昌大
衆

一、
知
昌十
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六
大
國
王
意

欲
τ問

護

國

土
因
縁
昌L

と
云
ふ
て
、
先

づ
般
若
を
初

め
に
読
き
、
能
護
を
示
し
た
の

で
あ

る
か
ら
、
素

よ
り
此
庭

に
所
護

の
國
土
を
読
き
、
更

に
仁
王
の
相
貌
を
顯
は

さ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
は
當
然

で
あ

る
が
、
し

か

し
、

こ
の

「
護
國
品
」

巳
下
の
三
品

は
大

に
注
意

を
要
す
る
鮎
が
あ

つ
て
、
今

ま
で
の
内
容
と
は
絵

程
相

違
す

る
と

こ
ろ
が
あ

る
や
う
に
思

ふ
Q

六

『
仁
王
般
若
経
」
と
し

て
は
仁
王
護

國
を
明
す

の
が
圭

で
あ

る
。
然
る
に
此

の

「
護
國
品
」

已
下

の
三
品

に
於

て
、

前

に
圖
表
し
た
如
く

「
護
國
晶
」

に
て
は
護
國
と
明
か
し
、
次
ぎ

の

「
散
華
品
」
「
受
持
品
」
に
於

て
は
仁

王
を
明

か

し
て
居

る
の
で
あ

る
か
ら
、

一
経

の
圭
意
は
此

の
三
品

に
あ

る
と

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
し
か
し

、

こ
れ
が
常

に
非

難
攻
撃

の
的

に
な

つ
て
居

る
や
う

に
瓜
ふ
。
何
と
な
れ
ば
、
そ

の
杢
膿
が
有
相

の
輻
徳
利
盆
を
以

て
説
か
れ
、
般
若

無
相

の
法
門
と

は
全
然
相
容

れ
な

い
と

こ
ろ
の
も

の
で
あ

る
。
ま
た
多

く
密
敏
的
思
想
を
取
り
入
れ

て
贋

る
黙
も
あ

り
、
ま

た
支
那
臭
味
を
帯
ん
だ
記
事
が
共

の
と

こ
ろ
み
＼

に
挿
入
さ
れ
て
居

る
や
う

に
思
は
れ
る

か
ら
、
前

の
三
ロ㎝

よ
り
は
是
れ
か
ち

の
三
品
が
疑
惑

の
焦
鮎
と
な

つ
て
居

る
の
で
あ
ら
う
。
い
ま
共

の

一
二
の
例
を
基
げ

る
な
ら

ば
、

「
護
國
品
」
に
於

て
、
「
天
地
悟
異
、

二
十
八
宿
、
昂
道

日
月
、
失
レ時
失
レ度
」
と
云

ふ
が
如
き
、
「
散

華
品
」

に
於
て
、

光
明
王
佛
と

か
獅
子
吼

王
佛

と
か
云

ふ
が
如

き
、
或
は

「
受
持
品
」

に
至
り

て
は
、

「
二
十
八
宿

失
レ度
、
金
星
、
彗

星
、
輪

星
、
兎
星
、
火
星
、
水
星
、
風
星
、
刀
昆
、
南

斗
、
北
斗
、
五
鎭
大
星
、

一
切
國
圭
墨
、

三
公
星
、
百
官
屋

仁
王
般
若
紹
に
就
て

(
二
一
)

、
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仁
王
般
若
経
に
就
て

(二
二
)

如
レ是
諸
星
、
各

々
墾
現
L
と
云
ひ
、
或
は
金
剛
吼
菩
薩

、
龍
王
吼
菩
薩
、
無

畏
十
力
吼
曹
薩
、
雷
電
吼
菩
薩
、
無
量

力
吼
菩

薩
等
の
五
大
力
菩
薩
が
國
を
護

つ
た
と
云
ふ
や
う
な
記
事
は
明
か

に
密
敏

的
思
想
が
多

く
混
入

せ
ら
れ
て
居

る
も

の
と
云
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。

そ
れ

の
み
な
ら
す
、
「
受
持
品
」
に
於

て
は
紳
符
と
か
避
鬼
珠
と

か
、
或
は
如
意

珠
、

護
國
珠
、
天
地
鏡
、
龍
寳
紳
王
等

の
文
字
を
多

く
列
べ
ら
れ

て
居
る
が
、
こ
れ
に
は
支
那

の
道
敏

的
臭

味
が
あ

る
。

ま
た

「
囑

累
品
」

に
な

る
と
、
此

の
維
典
は
諸
國

王
に
附
属

す
る
と
云

ふ
て
、
國

王
に
封
す

る
法

門

の
記
事
を
讃

ん

で
見

る
と

『
梵
網
経
」

の
第
四
十
六
、
第

四
十

七
、
第
四
十
八
戒
と
同

じ
や
う
な
説
き
振
り

で
あ

つ
て
、
學

者

の
大

に
注
意

さ
れ

て
居

る
黙

で
あ

る
。
帥
ち
左

の
如
し
。

國
王
大
臣
、
太
子
王
子
、
自
侍
呂高
貴
一、
滅
二破
吾
法
一、
明
作
巳制
法
一、
制
昌我
四
部
弟

子
、
比
丘
比

丘
尼
一、
不
レ轟

】出

家
行
7道

、
亦
復

不
レ聴
レ造
昌作
佛
像
形
佛
塔
形
一、
立
統
官
一制
レ衆
、

安
レ籍
記
レ信
、

比
丘
地
立
、

自
衣
高
座
、

兵
奴

爲
嚇琵

丘
一、
受
昌別
請
法
一、
知
識

比
丘
、
共
爲

一
レ心
、
親
善

比
丘
、
爲
作

齋

會
一、
求
レ輻
如
呂外
道

法
一、
"都
非
昌吾
法

一

當
知
爾
時

正
法
將
レ滅
不
レ久

云
々
。
(
『
正
藏
」
八
巻

八
三
三
丁
)

こ
れ
等
は
支
那
南
北
朝
時
代

に
あ

つ
て
史
實
を
適

切
に
云
ひ
顯
は
し
た
も

の
と
さ
れ
て
居

る
が

、
要
す

る
に

『
仁

王
般
若
経
』

の
前
牛
は
般
若
を
説

い
た
も

の
で
、
批
評
す
れ
ば
多
少

の
疑

惑
は
あ

る
に
し

て
も
、

こ
れ

は
別

に
取
り

立

て
～
云
ふ
べ
き
程

の
も

の
で
は
な
か
ら
う
。
然

る
に
共

の
後
牛

に
至
り

て
は
、
最

も
大

切
な
仁

王
護
國

の
思
想
を

鼓
吹
せ
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
と

こ
ろ

に
、
…幾
多
の
疑
惑
が
横
は

つ
て
居

る

の
で
、
思
想
と

し
て
は
別

に
悪

い
と
云
ふ
の
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で
は
な

い
が
、
そ

の
記
事
が
密
敏
的

で
あ

る
と

か
、
支
那
的
臭
味
が
濃
厚

に
顯
は
れ

て
居

る
と
か

云
ふ
の
で
あ
る
。

こ
れ

に
就

て
私
は
思

ふ
。
髄

か
に
前
牛
も
羅
什

の
鐸
で
は
な

い
、
そ
れ
は
醗

鐸

の
と
こ
ろ
で
充
分

に
説
明
し
た
の
で

あ

る
が
、
兎
に
角

、
支
那
の
梁
朝
時
代

か
ら
失
課
の

『
仁

王
般
若
経
」

が
あ

つ
た
も
の
で
、

そ
れ

が
羅

什

の
如
き
醗

課

の
大
家
が
繹

し
た
も

の
で
な

い
。

そ
れ
よ
り
も
遙

か
に
劣

つ
た
醗
謬
家

に
依

つ
て
課

せ
ら
れ
、

そ

の
前

牛
は
般
若

を
述

べ
る
と

こ
ろ

で
あ

る
か
ら
、
飴
り
問
題
は
な

か

つ
た
が
、
そ

の
後
牛
は

一
痙

の
肝

心
た
る
仁

王
護
國

の
と

こ
ろ

を
翻
諜

す
る
の
に
、
課
者
自
身

の
考

へ
に
依

つ
て
、
種

々
な

る
経
典
を
も
屡
酌
し
護
國

の
思
想
を

鼓
吹

し
た
も

の
で

は
な

か
ら

う
か
。

そ
の
後
牛
と
錐
も
、
全
然
梵

本
が
な

か

つ
た
と
は
思
は
れ

ぬ
、
前
孚

と
同
じ
や

う

に
梵

本
は
あ

つ

忙
も

の
で
あ

る
が
、
た

ゴ
共

の
國

の
事
情

に
依

つ
て
、
課
者
自
ら
が
大

に
手

加
減
を
難

へ
た
も

の
で
は
な

か
ら
う

か

い
ま
更

に

「
護

國
品
」

已
下
の
後
牛

に
就
き
、
そ

の
大
膣
を
述

べ
る
な
ら

ば
、
先

づ

「
護
國
品
」

は
護
國

の
精
神

を
登
揮
し

た
と

こ
ろ

で
、
繹
愈

當
時

の
大

國
た
る
十

六
國

の
王
は
此

の
會
座

に
列

し
、
繹
奪

の
御

読
法
を
今
や
渥
し

と
聴
聞
し
て
居

た
の
で
あ

る
か
ら

、
繹
奪

は
般
若

に
依

つ
て
護

國
の
精
榊
を
説
き
、
第

一
に
護

國

、
第

二
に
護
頑
、

第

三
に
衆
難

を
説

い
て
、
護
國

の
必
要
を
徹
底
的

に
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
ら

う
。
次
ぎ

に

「
散

華
品
」

に
於

て
は
國

王

の
敷
喜
踊
躍

の
散
華

の
形
式

に
依

つ
て
顯
は
し
の
般
若

に
依

つ
て
護
國
す
る
こ
と
を
鋤
め
ら
れ

、
そ
れ
を
實

の
如

く
受
持
す
る
と
云
ふ
の
が

次
ぎ

の
「
受
持
品
」
で
、
そ
れ
を
委

七
く
明

か
さ
れ
た
も

の
で
あ
ら
う
。

而
し

て
此

の

「
受

持
品
」

に
は
大
切
な

る
法
相
極
め

て
多
く
、
殊

に
般
若
を
修
行

し
受
持
す
る

の
に
十
三
法
師
を
票

じ
、
十
三
観
門
を

仁
王
般
若
維
に
就
て

(二
三
)
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仁
王
般
若
い灘
に
就
て

(二
四
)

繹
し
て
屈

る
如

き
は
、
最
も
注
意
を
要
す

る
と

こ
ろ

で
あ
ら
う
。

こ
の
十
三
観
門

は
前

の
「
菩
薩
敏
化
品
」
に
も
出

て
居

た
五
忍
を
開

い
て
十
四
忽
と
な

し
た
も

の
と
同
じ

で
あ
る
。

十
四
慰

の
中

に
於
て
策

後
の
圓
畳
忍
は
佛
果
で
あ
る
か
ら
別

と
し

て
、
前

の
十
三
忍
は
是
れ
器

く
修
行
門

で
あ

る
。

故

に
此

の

「
受
持
品
」

に
於

て
は
委
し
く
十

三
槻
門

の
修
行
を
基
げ
、

こ
れ
が
般

若
波
羅
蜜
を
受

持
す

る
法
師

な
り

と
云
ひ
、
こ

の
十
三
法
師

こ
そ
置
ハに
般
若

の
法
門
を
受
持
し
荷
推
し
弘
通
す

る
人
と

云
は
れ
た
も

の
で
あ
ら
う
。

い

ま
共

の
大
要
を
圖
示
す
れ
ば
左
の
如

し
。

五

忍

十

四

忍

十

三
法
師

三

賢

十

地

⊥
∴

編

…粥

回臆

信
忽[

灘

欝

灘
田
醐

下
ー

-炎

慧

忍
-

爾
炎
聖
畳
達
並
口薩
ー
炎
慧
地
ー

精

順

忍

中
-i

勝

慧

忍
-

勝

進

菩

薩
ー

極
難
勝
地
ー

灘

定 進 辱… 戒 方包 学覗 孝蜆 親1

1
修

行

ε0



寂
滅
三

一
上
1
ー
ー
法

現

忽
-

常
現
眞
實
菩
薩
ー
現

前

地
-

智

叢
⊥鞭
∵
辮

欝
灘

下
ー
1
-灌

頂

忽
-

観

佛

菩

薩
ー

法

雲

地
ー

智

上
i

圓

畳

忍

便 慧

〆

謹
果

最

後
に

「
囑

累
品
」

に
於

て
は
、
こ
の
経

の
附
属
を
読

い
て
、
比
丘
比
丘
尼
等

に
附
屍

せ
す
、

信
男
信
男
女

等
に

附
属

せ
す
、

只
管
國

王
の
み
に
附
属
す

る
と

云
ふ
て

一
纏

の
全
膿

を
結

ん
で
居
ら

る

、
。

七

巳

上
は
極

め

て
簡

軍
な
が
ら

一
纏

の
内
容
を
述

べ
た
の
で
あ

る
が
、
そ

の
記

事

に
は
疑

惑
が
あ

る
に
し

て
も
、
護

國

の
思
想
は
素

よ
り
充
分

に
登
揮

せ
ら

れ
て
居

る
の
で
、
古

來
よ
り
護
國

の
経
典
と
し

て
奪
崇

せ
ら
れ

た
の
も
無
理

は
な

い
。
我
が

日
本

に
於

て
最
初

に
宮
中

に
講

ぜ
ら

る
、
や
う
に
な

つ
た
の
は

、
齊
明

天
皇

の
六

年
春

三
月

で
あ

つ

て
、
同
年
夏

五
月

に
は
仁

王
會
な

る
も

の
が
設
け
ら
れ
た
や

う

に
『
元
亨
繹
書
』
に
出

て
居

る
。
帥
ち

「
六
年

五
月
、

百
座
百
袈
裟
を
造

つ
て
百
沙
門

に
賜
ひ
、
仁

王
會
を
設
け
ら

る
」

と
も
あ

る
が
、

こ
れ
が
恐
ら
く
仁

王
會

の
始

め
で

あ

ら
う
と

云
は
れ

て
居

る
。

そ

れ

よ

り

十
七
年
を
経
過
し
た
天
武
天
皇
白

鳳
五
年

十

一
月
二
十

日
に
は
、
諸
國

に

仁
王
般
若
緯
に
就
て

(二
五
)
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仁
王
般
若
純
に
就
て

二
六

潤
.仁
王
般
若
純
』
を
講
ぜ
ら
れ

た
と

云
ひ

、
持
統

天
皇

七
年
十
刀

二
十
三

日
に
は
、
宮

中

に

『
仁

王
般
若
経
』
を
講

ぜ

ら

れ
た
と

云
ひ
、

聖
武

天
皇

天
卒
元
年
六
月
朔

日
に

一
代

一
度
は
必
ら
す
仁

王
會

を
宮
中

に
設

く

る
永
式
を
定
め
給

ひ
、
孝

謙
天
皇

天
李
勝
寳

二
年

五
月
八

日
に
は
、
宮
中
及
び
京
畿

七
道

に

『
仁

王
般
若
経
』

を
講

ぜ
し

め
給

ふ
た
と

云
ひ
、
爾

來
歴
代

の
皇
室

に
は
必
ら
す
仁

王
會
を
修

せ
給

ふ
た
や
う
に
出

て
居

る
。

し
か
し
歴
代

に

一
度

づ

、
修

せ
ら

る

、
仁
王
大
會
な

る
も
a
と

、

一
年

に

二
度
、
春
秋

二
期

に
修

せ
ら
る

、
仁
王

會
な

る
も

の
と
あ

つ
て
、

そ
の
間

に
多

少
の
倭
式

に
於
け

る
相
違
が
あ

つ
た
や
う
に
思
ふ
が
、
兎

に
角
、

こ
の

『
仁

花
般
若
纏
』
な

る
も

の
が

非
常

に
奪

崇

せ
ら
れ
、
歴
代

の
皇
室
が
重
ん
ぜ
ら
れ
九
と

云

ふ
こ
と

は
深
く
注
意
す

べ
き

こ

と
で
、
こ

の
纏
が
如
何

に
護
國

の
精
紳

に
富

み
、
國

土
を
守
護
す

る
上

に
は
、
國
王
が
此
の
経

を
受
持
し
給

ふ
た

か
は
、

こ
の
純

の
末
後

に
設
か
れ

た
「
囑
累
品
」
の
経

文
に
依

つ
て
も
明
瞭
な

こ
と

、
信
す
る
。
・即

ち
此
の
纏
を
國

王

の
み

に
附
属
す

る
と

云
ふ
て
あ

る
が
、

こ
れ
は
他

の

一
般

の
纏
典
と
大

に
共

の
趣
き
を
異
に
し

て
居

る
鮎

で
あ
ら

う

私

は
術

ほ
此

の
『
仁
王
般
若
経
』
に
於

け
る
般
若
思
想
を
研
討

し

て
、
他

の

一
般

の
般
若
部

の
純

典
と
比
較

封
照
し

で
見

た
い
と

思

つ
た
の
で
あ

る
が
、
最
早
や
紙
藪
も
多
く
費
や

し
た
こ
と

で
あ

る
か
ら
、
ま
た
別

の
機

會

に
之
れ
を

比
較
詳
論

し
て
見

た

い
と

思

ふ
。
甚
だ

準
凡
な

る
叙
述

で
は
あ

る
が
、

一
言
以
て
血

王
般
若
経

に
就

て
の
愚
考
を
述

べ
畢

る
。

(
完

)
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